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●
歳
入
決
算
額
は
、
２
４
２
億
２
５
０
０

万
円
余
で
、
前
年
度
比
１
・
２
％
減
で
、

歳
出
決
算
額
は
、
２
３
１
億
２
０
０
３
万

円
余
で
前
年
度
比
０
・
１
％
減
で
あ
る
。

ま
た
実
質
収
支
は　

億
５
５
０
４
万
５
０

１０

０
０
円
で
前
年
度
比
３
億
１
６
１
０
万
５

０
０
０
円
の
減
で
あ
る
。
歳
入
の
根
幹
を

な
す
市
税
は
、
個
人
市
民
税
の
税
制
改
正

や
法
人
市
民
税
の
企
業
業
績
の
好
調
で
前

年
度
比
２
・
５
％
の
増
で
あ
る
。
今
後
も

最
大
限
の
努
力
で
、
市
税
の
確
保
を
お
願

い
す
る
。
歳
出
で
は
、
９
つ
の
政
策
推
進

を
基
本
と
し
て
諸
施
策
に
着
実
に
取
り
組

み
、
特
に
公
立
保
育
園
な
ど
へ
の
緊
急
危

機
に
備
え
た
警
察
署
へ
の
通
報
機
器
の
整

備
、
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
外
側
線

内
着
色
、
小
・
中
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
除
細
動
器
）
の
設
置
な
ど
、安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
た

こ
と
は
大
い
に
評
価
す
る
。
今
後
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
身
近
で
迅
速
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
、
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
施
策
を
展
開
す

る
こ
と
を
願
い
、
賛
成
す
る
。

●
平
成　

年
度
決
算
状
況
は
、
限
ら
れ
た

１８

財
源
を
重
点
的
・
効
率
的
に
分
配
す
る
た

め
の
事
業
選
択
が
行
わ
れ
、
経
費
削
減
に

努
め
た
。
公
約
し
た
施
策
の
推
進
を
図
る

た
め
、
市
民
協
働
の
拠
点
施
設
と
し
て
寺

尾
北
自
治
会
館
の
建
設
、
安
全
・
安
心
の

た
め
の
事
業
と
し
て
防
災
倉
庫
の
整
備
、

防
犯
面
で
は
、
も
み
の
木
園
な
ど
の
緊
急

通
報
機
器
の
整
備
、
交
通
安
全
対
策
と
し

て
小
学
校　

校
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
へ

１０

の
路
面
着
色
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

教
育
で
は
、　

人
学
級
や
少
人
数
授
業
を

３５

拡
充
し
、
小
学
校
全
ク
ラ
ス
に
パ
ソ
コ
ン

な
ど
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
基
本

健
康
診
査
に
前
立
腺
が
ん
検
診
の
項
目
を

加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
実
験
事

業
を
５
ル
ー
ト
に
拡
大
し
た
ほ
か
、
地
域

経
済
の
活
性
化
対
策
な
ど
推
進
し
、
市
民

生
活
に
直
結
し
緊
急
性
の
高
い
事
業
を
優

先
的
に
計
上
す
る
な
ど
、
総
意
工
夫
の
中

で
執
行
し
て
い
る
点
を
評
価
す
る
。今
後
、

市
民
理
解
の
も
と
、
行
政
改
革
に
取
り
組

み
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
市
政

運
営
に
努
め
る
こ
と
を
望
み
賛
成
す
る
。

●
我
が
国
の
経
済
は
、
長
い
低
迷
か
ら
脱

却
し
、
息
の
長
い
景
気
回
復
が
続
い
て
い

る
が
、
笠
間
市
長
は
、
厳
し
い
財
政
事
情

を
十
分
認
識
し
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
執

行
に
努
め
、
大
い
に
成
果
を
上
げ
た
。
決

算
で
も
「
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
９
つ
の
分
野
で

　

の
新
規
事
業
を
含
め
た
諸
施
策
を
積
極

２６

的
に
展
開
し
た
。
そ
の
中
で
、
滞
納
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
よ
り
一
層
の
歳
入

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
市
民
の
安

全
・
安
心
確
保
に
向
け
た
事
業
の
拡
充
を

評
価
し
、
さ
ら
な
る
充
実
を
望
む
。
さ
ら

に
、
聴
覚
障
害
者
へ
の
要
約
筆
記
奉
仕
員

の
派
遣
、
基
本
健
康
診
査
に
「
前
立
腺
が

ん
検
診
」
を
加
え
た
こ
と
、
図
書
館
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
開
始
な
ど
市
民
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
た
き
め
細
か
な
支

援
と
し
て
評
価
す
る
。
今
後
も
厳
し
い
財

政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
が
、
地
方
分
権
の

推
進
か
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る

中
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
策
を
推
進

し
、
財
政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
る
よ
う

要
望
し
、
本
決
算
の
認
定
に
賛
成
す
る
。

●
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
促
進

事
業
と
し
て
、
事
業
費
を
計
上
し
支
出
し

て
い
る
が
、
外
か
ら
の
情
報
は
入
っ
て
く

る
も
の
の
、
市
側
か
ら
具
体
的
な
綾
瀬
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
話
は
何
も
伺
っ
て
い

な
い
と
い
う
の
が
現
在
の
状
況
で
あ
る
。

市
長
の
話
の
節
々
に
綾
瀬
の
ま
ち
づ
く
り

と
併
せ
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
の
件

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
議

会
で
市
側
か
ら
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
を
推
進
す
る
と
い
う
方
向
で
の
意
思
表

示
が
な
い
ま
ま
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
も
、
た

と
え
、
少
な
い
金
額
と
は
い
え
ど
も
、
一

般
会
計
か
ら
こ
の
項
目
の
支
出
を
す
る
こ

と
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
る
か
。
も
っ
と

綾
瀬
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
絡
め
た
議
論
を
し
、
市
民
の

声
を
十
分
に
聞
き
、
そ
の
上
で
設
置
を
す

る
か
し
な
い
か
を
決
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。手
続
き
、

過
程
を
大
事
に
し
て
今
後
の
事
業
を
進
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
本
決

算
の
認
定
に
賛
成
す
る
。

●
本
決
算
は
、
前
年
度
に
大
規
模
工
事
が

完
了
し
た
影
響
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
決
算
と
な
っ
た
。
歳
入

で
は
、
地
方
交
付
税
や
地
方
特
例
交
付
金

な
ど
が
減
少
す
る
一
方
で
、
法
人
市
民
税

の
増
収
な
ど
で
、
市
税
全
体
で
は
前
年
度

比
２
・
５
％
の
増
収
で
あ
る
。
ま
た
、
市

税
の
徴
収
率
が
前
年
度
比
１
・
８
％
上
昇

し
た
こ
と
は
、
市
税
確
保
対
策
の
成
果
と

評
価
す
る
。
主
な
事
業
と
し
て
は
、
土
棚

小
学
校
校
舎
や
中
央
公
民
館
な
ど
の
耐
震

補
強
工
事
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
補
助
事

業
の
拡
充
、
防
災
資
機
材
・
非
常
食
の
備

蓄
な
ど
、
災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
住
め

る
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
た
。
教
育
改

革
で
は
、
小
学
校
全
ク
ラ
ス
に
パ
ソ
コ
ン

を
配
置
し
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
や
情
報
化
教
育

が
推
進
さ
れ
た
ほ
か
、
外
国
人
英
語
講
師

派
遣
の
充
実
、
専
門
講
師
に
よ
る
教
師
の

指
導
強
化
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
向

上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
も
、

市
民
が
愛
着
を
持
っ
て
、
生
き
生
き
と
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
特

段
の
市
政
運
営
を
お
願
い
し
、賛
成
す
る
。

●
（
仮
称
）
東
名
綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
計
画
と
い
う
、
市
の
総
合
計
画
に
な
い

事
業
を
市
長
の
独
断
で
推
進
す
る
こ
と
は
、

住
民
自
治
に
反
す
る
も
の
で
、
市
長
の
責

任
で
将
来
的
な
地
域
づ
く
り
の
具
体
案
を

示
し
、
同
意
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。
地
域

経
済
の
活
性
化
を
理
由
に
し
た
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
が
、
本
当
に
地
元
産
業
の

活
性
化
に
結
び
つ
く
の
か
、
税
収
の
具
体

的
な
数
値
す
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。
設
置

費
用
も
具
体
的
に
積
算
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
市
の
負
担
も
未
定
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
態
で
は
、
市
民
の
同
意
を
得
ら
れ

な
い
と
考
え
る
。
決
算
で
は
、
周
辺
住
民

や
企
業
に
対
し
、
情
報
提
供
と
意
見
把
握

を
行
っ
た
と
あ
る
が
、
関
心
は
低
く
、
説

明
責
任
が
十
分
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
早

急
に
、
市
民
と
と
も
に
設
置
の
是
非
を
含

め
た
総
合
的
な
道
路
整
備
を
議
論
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、
市
民
を
交
え
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
じ
っ
く
り
考
え

る
機
会
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。よ
っ
て
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
事
業
は
自
治
体

と
し
て
政
策
の
方
向
を
示
し
て
お
ら
ず
、

市
民
の
合
意
が
い
ま
だ
不
十
分
と
い
う
重

大
な
事
態
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
し
、
本

決
算
に
反
対
す
る
。

●
行
財
政
改
革
と
し
て
、
職
員
の
削
減
を

行
っ
て
い
る
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

と
と
も
に
、
新
た
な
費
用
負
担
と
ト
ラ
ブ

ル
発
生
時
の
判
断
が
遅
く
な
る
こ
と
が
心

配
で
あ
る
。
ま
た
、
市
・
県
民
税
や
介
護

保
険
な
ど
、
高
齢
者
の
負
担
が
さ
ら
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
地
域
活
性
化
イ
ン
タ

ー
は
、
事
業
促
進
を
優
先
し
、
問
題
点
を

覆
い
隠
し
て
い
る
。
開
か
れ
た
論
議
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
、
行
政
の
姿
勢
が
問
わ
れ

て
い
る
。
東
山
公
園
用
地
の
一
部
に
警
察

施
設
用
地
を
提
供
す
る
問
題
で
は
、
現
在

の
計
画
で
は
、
市
民
の
利
便
性
は
大
き
く

変
わ
ら
な
い
。
警
察
署
こ
そ
本
当
に
必
要

な
施
設
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で
は
、
有
料
事

業
が
拡
大
さ
れ
る
と
、
市
民
の
施
設
利
用

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
心
配
で
あ
る
。
保

育
園
で
は
、
誰
も
が
入
所
で
き
る
定
員
の

確
保
を
訴
え
て
き
た
が
一
向
に
解
決
し
て

い
な
い
。
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

も
み
の
木
園
運
営
費
負
担
金
は
、
家
庭
の

負
担
が
大
き
い
の
で
、
新
た
な
対
応
を
求

め
る
。
基
地
問
題
で
は
、
爆
音
被
害
を
受

け
て
い
る
自
治
体
と
し
て
、
空
母
の
母
港

化
反
対
行
動
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

●
財
政
健
全
化
指
数
か
ら
見
た
本
市
の
財

政
状
況
は
、
実
質
収
支
比
率
が
７
・
１
％

と
平
成　

年
度
よ
り
も
若
干
下
が
っ
て
い

１７

る
。
歳
出
額
の
大
き
い
順
に
民
生
費
、
総

務
費
、
教
育
費
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
は
、
環
境
、
福
祉
、
教
育
型
財
政
へ

の
転
換
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。普
通
会
計
の
実
質
公
債
費
比
率
で
は
、

　

・
３
％
と　

年
度
よ
り
も
２
・
１
％
増

１３

１７

え
て
い
る
点
は
、
今
後
考
え
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。　

年
度
の
主
な
事
業
で
、
補
助

１８

金
の
見
直
し
に
向
け
た
指
針
を
策
定
し
た

こ
と
で
、
今
後
は
、
具
体
的
で
適
正
な
見

直
し
を
望
む
。自
治
基
本
条
例
づ
く
り
は
、

公
募
市
民
に
よ
る
条
例
案
の
検
討
を
行
っ

た
こ
と
、
市
民
活
動
推
進
事
業
は
、
市
民

自
治
の
時
代
に
向
け
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
、

環
境
行
政
は
、
ご
み
の
収
集
体
制
の
見
直

し
や
市
民
参
画
の
家
庭
ご
み
減
量
推
進
会

議
の
設
置
を
評
価
す
る
。
教
育
関
係
事
業

は
、
子
ど
も
の
視
線
に
立
っ
た
支
援
を
希

望
す
る
。
今
後
も
、
経
費
見
直
し
に
鋭
意

努
力
し
、
市
民
自
治
の
時
代
に
向
け
て
進

め
て
行
く
事
を
期
待
し
賛
成
す
る
。

４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
寺
尾
北
自
治
会
館

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ
れ

１８

ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、

６
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反
対
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

賛賛　

成成

反

対

反

対

一般会計決算歳入・歳出の状況

２４２億�
２，５１０万円�

歳入総額�

市債�
１１億６，２４０万円�
　　　（４．８％）�

市税市税�
１３１億３，５８０万円万円�
　　　　　　（５４．２％）�

市税�
１３１億３，５８０万円�
　　　（５４．２％）�

繰越金�
１３億７，３５４万円�
　　　（５．７％）�

国庫支国庫支出金�
２２億１，３９４万円万円�
　　　　　　（９．１％）�

国庫支出金�
２２億１，３９４万円�
　　　（９．１％）�

諸収入�
８億８，５０７万円�
　　　（３．７％）�

国有提供施設等�
所在市町村助成�
交付金等�
１０億２，３５５万円�
　　　（４．２％）�

地方消費税交付金�
８億４，９８４万円（３．５％）�

地方譲与税�
８億３，６６８万円（３．５％）�

地方特例交付金�
３億６，９３８万円（１．５％）�

県支出金�
８億６，０１９万円�
　　　（３．５％）�

その他�
１５億１，４７１万円（６．３％）�

土木費�
５０億５０１万円�
　　（２１．７％）�

民生費民生費�
５７億７，３９８万円万円�
　　　　　（２５．０％）�

民生費�
５７億７，３９８万円�
　　　（２５．０％）�

総務費総務費�
３３億６，７５３万円万円�
　　　（１４．６％）�

総務費�
３３億６，７５３万円�
　　　（１４．６％）�

教育費�
２６億１，７３９万円�
　　　（１１．３％）�

公債費公債費�
１８億５，５８０万円万円�
　　　　　　（８．０％）�

公債費�
１８億５，５８０万円�
　　　（８．０％）�

衛生費�
２２億５，１５２万円�
　　　（９．７％）�

消防費�
１０億６，７４２万円（４．６％）�

商工費�
６億８３９万円（２．６％）�

議会費�
２億７，３６４万円（１．２％）�

その他�
３億３３０万円（１．３％）�

２３１億�
２，３９８万円�

歳出総額�

（１万円未満は四捨五入）

歳　　　出歳　　　入

会　計　名 対前年度
伸率

決　算　額
対前年度
伸率

決　算　額

△０．１％２３１億２，３９８万円△１．２％２４２億２，５１０万円一　般　会　計

　５．８％７３億６，７６３万円　６．２％７４億４，７５８万円国民健康保険事業

特　

別　

会　

計

△２．９％３２億　２４３万円△２．９％３２億　２４３万円老人保健医療事業

△１．９％３２億６，７６１万円△１．９％３２億７，７６３万円下 水 道 事 業

　２．８％１４億７，３５１万円△８．７％１６億１，５０４万円
深谷中央特定土地
区 画 整 理 事 業

　９．９％２１億２，５９０万円　１１．８％２１億７，１９９万円介 護 保 険 事 業

　２．８％１７４億３，７０８万円　２．０％１７７億１，４６７万円計

　１．２％４０５億６，１０６万円　０．１％４１９億３，９７７万円合　　　計

１８年度６会計の決算規模


